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随時
団員募集中
随時

団員募集中

川内野球スポーツ少年団川内野球スポーツ少年団

　
川
内
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、
平
成
13
年
に
発

足
し
、
野
球
を
通
じ
て

色
々
な
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
震
災

以
降
、
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
休
止
し
て
い

ま
し
た
が
、
子
供
達
の
「
野
球
が
や
り
た
い
！
」
と
い

う
強
い
思
い
が
実
り
、
昨
年
6
月
か
ら
活
動
を
再
開

し
ま
し
た
。

　
現
在
、
小
学
２
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
14
名
が
登

録
し
て
お
り
、
毎
週
水
曜
日
、
土
・
日
・
祝
日
に
村
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
し
て
お
り
ま
す
。

　
再
開
し
た
き
っ
か
け
の
も
う
一
つ
は
、
川
内
村
に
は

戦
後
70
回
続
く
、
「
盆
野
球
」
が
あ
り
ま
す
。
私
自

身
、
中
学
生
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
野
球
の
原

点
だ
と
思
っ
て
ま
す
。

　
そ
の
盆
野
球
が
子
供
達
の
野
球
離
れ
に
よ
り
、
将

来
、
開
催
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

い
う
危
機
感
も
あ
り
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
大
声
を
出
し
、
全
力
で
走
る
選
手

達
を
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
仲
間
も
随
時
、
募
集
し
て
い
ま
す
！

監督　遠藤拓郎
■
連
絡
先

　
川
内
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

　
☎
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福
島
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
西
山
獅
子
」 約
20
年
ぶ
り
立
替
え

　
下
川
内
西
山
地
区
に
伝
わ
る
「
西
山
獅
子
」
が
、
約
２０
年
ぶ
り

に
立
替
え
が
行
わ
れ
、
４
月
８
日
に
下
川
内
諏
訪
神
社
で
初
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
第
６
区
行
政
区
及
び
他
地
区
か
ら
３
人
の
小
学
生
が
集
ま
り
、

約
２
ヶ
月
間
の
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
地
区
の
皆
さ
ん
に
よ
る
温

か
な
ご
指
導
・
ご
支
援
、
子
ど
も
達
の
練
習
の
成
果
と
し
て
、
力

強
い
獅
子
舞
の
奉
納
が
実
現
し
ま
し
た
。

川
内
村
復
興
有
限
責
任
事
業
組
合
よ
り

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
他
6
種 

寄
贈

川
内
村
復
興
有
限
責
任
事
業
組
合
よ
り

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
他
6
種 

寄
贈

「
川
内
―
富
岡
線
」

　
 

バ
ス
運
行
再
開

「
川
内
―
富
岡
線
」

　
 

バ
ス
運
行
再
開

　
平
成
３０
年
３
月
２６
日
（
月
）
に
田
ノ
入
工
業
団
地
内

で
、
「
川
内
村
復
興
有
限
責
任
事
業
組
合
【
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

1
1
8
本
他
6
種
】
贈
呈
式
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
は
、
「
緑
豊
か
な
故
郷
を
再
生
す
る
と
共
に
、
復

興
に
向
け
て
力
強
く
歩
み
続
け
る
村
民
の
姿
と
、
村
内
外

か
ら
の
支
援
に
感
謝
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
川
内
村
復
興
有
限
責
任
事
業
組
合
の
皆
様
の
思
い

か
ら
ご
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事

故
に
よ
り
休
止
し
て
い
た
幹
線
バ

ス「
川
内
―
富
岡
線
」が
、４
月
２

日
に
約
７
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
ま

し
た
。

　
運
行
経
路
は
、本
村「
車
庫
前
」

か
ら
富
岡
町
内
J
R「
富
岡
駅
」ま

で
を
結
び
、か
わ
う
ち
の
湯
や
富

岡
町
役
場
、さ
く
ら
モ
ー
ル
な
ど

を
経
由
し
ま
す
。

　
４
月
２
日
に
行
わ
れ
た
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、村
長
を
は
じ
め
高
萩

孝
一
新
常
磐
交
通
常
務
、佐
々
木

雅
幸
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
、再

開
を
祝
い
ま
し
た
。

モ
リ
タ
ロ
ウ

モ
リ
タ
ロ
ウ
寄
付
金

　ご
寄
付
は
村
づ
く
り
等
の

事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
で
、

公
開
に
つ
い
て
確
認
が
で
き

た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

北
新
宿
二
丁
目
町
会

会
長

　山
田

　和
男 

様
（
東
京
都
）

１
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●ご寄贈頂いたソメイヨシノ
　他6種については、
　工業団地内に植樹されています。
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式卒業

式卒園

川内

小学校
川内

小学校

　
平
成
30
年
3
月
23
日
（
金
）
、
川
内
小
学
校
で
卒
業
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
証
書
を
受
け
取
る
10
名
の
卒
業
生
の

姿
に
、
頼
も
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
別
れ
の
言
葉
で
は
、
6
年

間
の
思
い
出
と
と
も
に
、
在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
先
生
方

や
両
親
へ
の
感
謝
の
思
い
も
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
3
月
24
日
（
土
）
平
成
29
年
度
か

わ
う
ち
保
育
園
卒
園
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
卒
園
児
3
名
は
、
手
を
大
き
く

振
っ
て
入
場
し
、
名
前
を
呼
ば
れ
る

と
、
大
き
な
声
で
「
は
い
っ
」
と
返

事
を
し
、
保
育
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
将
来
の
夢
と
、
今
ま
で
育
て
て
く
れ

た
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
「
あ
り
が
と
う
！
」
を
伝
え
ま
し
た
。

　
卒
園
し
た
3
人
の
園
児
た
ち
は
、
す
て
き
な

お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
顔
で
し
た
。

かわうち
保育園

かわうち
保育園

式入学川内

小学校
川内

小学校

川内

中学校
川内

中学校

　
平
成
30
年
4
月
6
日（
金
）に
川
内
小
学
校
で
入
学
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
生
活
へ
の
大
き
な
期
待
を
膨
ら
ま
せ
た
3

名
の
新
入
生
は
、
手
を
引
か
れ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
入
場
し
ま
し

た
。
大
き
な
声
で
元
気
に
返
事
を
し
、
一
人
一
人
校
長
先
生
か
ら

教
科
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
勉
強
や
運
動
、
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
頑
張
り
ま
す
！

　
平
成
30
年
4
月
6
日（
金
）、
桜
の
つ
ぼ
み
も
膨
ら
み
始
め
た
春
の
よ

き
日
、
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
10
名
の
新
入
生
が
、
希
望
と
不

安
を
胸
に
、
伝
統
あ
る
川
内
中
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
来
賓
の
皆
様
と
保
護
者
に
見
守
ら
れ
、
厳
粛
に
式
を

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

式入学
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え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

式入学
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川内村空き家・空き地バンク事業に関する協定式

川内村防霜対策本部設置川内村防霜対策本部設置

第
3
回

川
内
の
郷

か
え
る
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　報
告

平成29年度 ピアノ教室発表会

　
村
内
の
空
き
家
・
空
き
地
を

有
効
に
活
用
し
、
復
興
推
進
の

一
助
と
す
る
た
め
、
４
月
１３
日

に
公
益
社
団
法
人
福
島
県
宅
地

建
物
取
引
業
協
会
様
と
協
定
を

締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
村
内
の
空
き
家
及
び

空
き
地
に
つ
い
て
、
所
有
者
の

ご
希
望
に
よ
り
相
談
・
申
請
を

受
け
付
け
、
村
と
公
益
社
団
法

人
福
島
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
様
が
連
携
し
、
売
買
や
賃
借

の
架
け
橋
を
担
い
ま
す
。

　
４
月
１6
日
か
ら
５
月
３１
日
ま
で
の

間
、
農
作
物
の
凍
霜
害
を
未
然
に
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
防
霜
対
策
本
部

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
霜
注
意
報
の
お
知
ら
せ
は
、県
本
部

か
ら
通
報
が
あ
っ
た
と
き
や
、村
の
気
温

測
定
で
霜
の
降
り
る
恐
れ
が
あ
る
と
き

に
、防
災
無
線
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

〈
霜
が
降
り
や
す
い
と
き
〉

○
星
が
き
れ
い
に
見
え
る
と
き

○
風
が
な
く
空
気
が
乾
い
て
い
る
と
き

○
小
雨
が
降
っ
て
夕
方
に
や
ん
だ
と
き

　
な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
情
報
、
広

報
や
チ
ラ
シ
等
の
防
霜
予
報
・
技
術
対

策
に
従
い
、
事
前
に
対
策
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

■
問
合
せ

　
産
業
振
興
課
　
農
政
係

　
　
☎
０
２
４
０
―
３
８
―
２
１
１
２

　
4
月
28
日（
土
）の
か
え
る
マ

ラ
ソ
ン
開
催
で
は
、
準
備
か
ら

運
営
ま
で
多
く
の
方
々
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
大
会
の
結
果
に
つ
い
て
は
、６

月
号
に
て
詳
し
く
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
川
内
の
郷
か
え
る
マ
ラ
ソ
ン

大
会
実
行
委
員
会

　
平
成
30
年
3
月
18
日（
日
）に

ピ
ア
ノ
教
室
発
表
会
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
1

年
間
ピ
ア
ノ
教
室
で
練
習
し
て

き
た
成
果
を
一
生
懸
命
発
表
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
緊
張

し
な
が
ら
も
、
楽
し
く
・
一
生
懸

命
に
演
奏
し
、
会
場
の
お
客
様

を
素
晴
ら
し
い
音
色
と
感
動
で

包
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
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 ■次号の人紹介 次回は 塙　健 さんをご紹介します。   

　３月から農協の川内支店に転勤になりました。安齋
光流と申します。福島市出身で、今は富岡町から通勤
しています。今まで川内村には縁がなかったよそ者で
すが、よろしくお願いいたします。
　私の趣味は、蝶の採集です。川内村には、蝶の種類
が多く、他の地域ではあまり見られない蝶もいると聞
きます。特に川内村周辺に生息するウラジャノメとい
う蝶は、本州の他の地域のものより翅の裏の白の線が
太いなど、地域特有の特徴がある蝶もいるそうです。
これから暖かい時期になるため、村内で蝶を探すのが
とても楽しみです。
　村内で捕虫網を持って彷徨うのを見かけることもあ
ると思いますが、怪しい者ではありませんのでお気軽
に声をかけていただけると幸いです。

はなわ　たける

聞いてくんつぇ♪

安齋　光流さん
 あんざい　　ひかる

赤

白

の

帽

子

遠

足

ホ

ー

ホ

ケ

キ
ョ

山

雀

夜

桜

や

上

を

向

い

て

ア

ル

コ

ー

ル

春
め
く
や
は
が
き
を
書
い
て
犬
つ
れ
て

花

子

草

青

む

野

菜

工

場

建

設

地

老

い

て

後

雛

飾

り

て

華

や

ぎ

ぬ

さ

と

黄

水

仙

お

日

様

め

が

け

姦

し

く

雛

の

段

曲

が

流

る

る

ひ

な

祭

り

安

志

芹

摘

み

の

女

が

二

人

バ

ス

に

乗

る

春
闌た

け
る
じ
じ
ば
ば
親
も
喃
語
に
て

美

穂

囀

り

は

泡

立

つ

如

し

眼

閉

づ

川
内
俳
句
会 

四 

月
句
会

連載

＊
本
欄
を
ご
覧
の
皆
様
へ
＊

　

歴
史
あ
る
川
内
俳
句
会
も
ご
多
分
に
も
れ
ず
、
高
齢
化
に
よ
り
危
急
存
亡

の
と
き
を
迎
え
て
い
ま
す
。
俳
句
な
ど
の
ラ
ン
ク
を
競
う
テ
レ
ビ
番
組
も
あ

り
、
俳
句
も
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
昨
今
、
気
楽
に
一
句
詠
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
句
を
み
て
共
感
し
て
く
れ
る
人
が
居
る
と
思

う
と
楽
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
勇
気
を
出
し
て
左
記
へ
投
句
し
て
く
だ

さ
い
。
小
学
生
、中
学
生
、高
校
生
の
皆
さ
ん
も
是
非
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
山
雀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〒
９
７
９

−

１
２
０
１　

上
川
内
字
町
分
１
０
０　

井
出
美
穂

☎
０
２
４
０

−

３
８

−

２
０
６
３



平成30年度　一般会計予算額　4,983,000千円
区　分 平成30年度

議　　 会　　 費 62,267
総　　 務　　 費 841,856
民　　 生　　 費 482,662
衛　　 生　　 費 121,829
労　　 働　　 費 23,403
農 林 水 産 業 費 986,251
商　　 工　　 費 586,598
土　　 木　　 費 327,962
消　　 防　　 費 152,886

( うち広域消防費負担金 ) 65,979
教　　 育　　 費 353,853
災 害 復 旧 費 702,354
公　　 債　　 費 306,222
予　　 備　　 費 34,857
合 　 　 計 4,983,000

一般会計歳入予算内訳　　　　　　　　　　　単位：千円

区  　 分 予算額 構成比

自主財源

1. 村　税 503,390 10.1%
2. 分担金及び負担金 1,757 0.0%
3. 使用料 59,826 1.2%
4. 手数料 2,527 0.1%
5. 財産収入 40,452 0.8%
6. 寄付金 1 0.0%
7. 繰入金 1,080,636 21.7%
8. 繰越金 1 0.0%
9. 諸収入 95,875 1.9%

小　　計 1,784,465 35.8%

依存財源

1. 地方譲与税外 76,547 1.5%
2. 地方交付税 1,113,847 22.4%
3. 国庫支出金 598,725 12.0%
4. 国有提供施設等 
　所在市町村助成交付金 10,413 0.2%

5. 県支出金 1,198,049 24.0%
6. 村　債 187,954 3.8%
7. 諸収入 13,000 0.3%

小　　計 3,198,535 64.2%
合　　　計 4,983,000 100.0%

一般会計歳出予算性質内訳　　　　　　　　　　単位：千円

区　　　分 予算額 構成比
1,004,619 20.2%

義務的経費
人 件 費 560,013 11.2%
扶 助 費 138,384 2.8%
公 債 費 306,222 6.1%

2,289,828 46.0%

一般的経費
物 件 費 1,705,990 34.2%
補 助 費 等 579,607 11.6%
そ の 他 4,231 0.1%

1,338,344 26.9%

投資的経費
普通建設事業 1,078,344 21.6%
災 害 復 旧 費 260,000 5.2%

350,209 7.0%

その他の経費
繰 出 金 315,352 6.3%
予 備 費 34,857 0.7%

合　　計 4,983,000 100%

特別会計予算　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

区　　分 平成30年度 平成29年度 増減額 伸び率
国 保 会 計 478,220 618,142 △ 139,922 -22.6%
直 診 会 計 163,709 143,758 19,951 13.9%
農 集 排 会 計 118,077 142,298 △ 24,221 -17.0%
介 護 会 計 564,947 544,314 20,633 3.8%
介護サービス会計 2,409 1,635 774 47.3%
後 期 高 齢 会 計 78,427 75,590 2,837 3.8%

計 1,405,789 1,525,737 △ 119,948 -7.9%

村税の予算比較表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

区　　分 平成30年度 平成29年度 増減額 伸び率 １人当りの額（円）
村   民   税 144,974 96,896 48,078 49.6% 54,054
固 定 資 産 税 333,732 307,289 26,443 8.6% 24,279
軽 自 動 車 税 11,071 10,707 364 3.4% 4,128
た ば こ 税 13,613 15,744 △ 2,131 -13.5% 5,076
土 地 保 有 税 0 0 0 - 0

計 503,390 430,636 72,754 16.9% 87,537
※固定資産税の１人当たりの額には大規模償却資産分・国有資産等所在地市町村交付金は含まれない。

総務費
841,856

民生費
482,662

農林水産業費
986,251

衛生費
121,829

商工費586,598土木費
327,962

消防費
152,886

（うち広域
消防費負担金）
65,979

災害復旧費
702,354

教育費
353,853

公債費306,222 予備費34,857
議会費62,267

労働費
23,403

お知らせ（村の予算）
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平成30年度
村の予算

「第五次川内村総合計画」策定、
新たな人づくりへ前進

平成30年度当初予算が３月の定例議会で決まりました。
　平成30年度の当初予算は、一般会計で49億8300万円となり、前年度、当初予算と比較し約6億1000
万円の減額予算となり、震災後初めて50億円を下回りました。また、国民健康保険特別会計外、全部で
6ある特別会計の総額は14億5789千円となりました。一般会計では農林水産業費が19.8％、総務費が
16.9％、続いて除染関連経費を含む災害復旧費が14.1％を占めています。復興期間が間もなく終了を迎
える中、村では今後の行財政運営の基本重点を示す「第五次川内村総合計画」を策定しました。今年度は帰
村支援や地域整備を従来とおり継続しつつ、移住者や定住化が進むための「新たな人づくり」に重点を置い
て予算編成を行いましたのでお知らせいたします。

主要な事業
①原子力災害復旧除染事業 702,350千円
②かわうちの湯源泉掘削工事 300,000千円
③穀類乾燥調整施設整備事業 270,812千円
④地域振興整備事業 130,000千円
⑤プレミアム商品券事業 103,000千円
⑥教育環境整備事業 94,969千円
⑦定住化促進対策事業 24,000千円
⑧村民号事業 9,036千円
⑨ひとり親世帯移住支援事業 5,997千円
⑩乳幼児家庭保育支援事業 3,600千円

平成30年度一般会計予算額　4,983,000千円

平成30年度の施策として、次の点を推進していきます。

議会費　62,267千円

労働費　23,403千円

消防費　152,886千円
(うち広域消防費負担金)65,979千円

総務費　841,856千円

農林水産業費　986,251千円

教育費　353,853千円

民生費　482,662千円

商工費　586,598千円

災害復旧費　702,354千円

衛生費　121,829千円

土木費　327,962千円

公債費　306,222千円

お知らせ（村の予算）
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お知らせ

川内村の組織と職員の配置表
平成30年4月1日現在

○復興庁派遣 佐藤大治郎 秋元 瑞穂 ○経産省派遣 宮内 浩 ○福島県派遣 浅野 嘉男
○環境省派遣 野内 正裕

【課名、課長】 【係 名】 【係 長】 【係 員】
議会事務局 事 務 局 ・服部芳治（兼）

局長 三瓶敏彦
総 務 係 係長 草野圭吾 ・志賀真理子 ・服部芳治

・遠藤昌一（臨）・猪狩伊和子（臨）
総 務 課 企画政策係 係長 藤宮健二 ・猪狩栄志 ・秋元絵理

課長 遠藤清輝
財 務 係 係長 渡邉政美 ・田井啓玄 ・鹿股 仁 ・遠藤光栄（任期付）

出 納 室 出納管理係 係長 秋元由美子 ・中西有希
室長 遠藤清輝（兼）

住 民 係 係長 三瓶守衛 ・大須賀さおり ・大山真一 ・佐々木大輔
・遠藤 瞳 ・白岩 香（臨）

住 民 課 税 務 係 係長 遠藤拓郎 ・秋元秀典 ・三瓶拳也 新田富士雄（任期付）

課長 秋元敏博 除 染 係 係長 秋元敏博（兼）・猪狩直志 ・遠藤眞一（臨）

商工観光係 係長 志賀 東 ・高森亮輔 ・市川 聡（任期付） ・西山孔康（臨）

村 長 副村長 産業振興課 農 政 係 係長 遠藤一美 ・石井 僚 ・森 雄幸（再任用） ・内藤圭司（臨）

・横田克之（臨）
遠藤雄幸 猪狩 貢 課長 小松正方

ほ場整備推進室 室長 小松正方（兼） 猪狩 成司（再任用）

土 木 係 係長 猪狩洋一 ・猪狩久幸 ・猪狩直樹 ・池永道典（派）

建 設 課 営 繕 係 係長 遠藤栄治 ・安藤一英（任期付）
課長 横田正義

農地林務係 係長 三瓶義浩 ・遠藤修一 ・横田善誉

保健福祉係 係長 大山浩志 ・箭内 浩 ・猪狩克文 ・渡邉洋平
保健福祉課 ・猪狩政江 ・飯塚由佳（兼・派） ・福島仁美（任期付）

課長 猪狩恵子 地域包括支援センター
所長 猪狩恵子（兼）・副所長 今野由美子 ・飯塚由佳（派）

国保診療所 医 療 係 係 長 若松 秀 ・遠藤真希 ・遠藤
・渡邉由美子

愛 ・菅野都子（臨）
所長 木村悠子

歯科長 古内秀幸 ・吉田理恵子（臨）・會見 由吏（臨）事務長 猪狩恵子（兼）

教育総務係 係長兼指導主事 百井 茂 ・猪狩安次
・秋元佳奈美（通）・菅波くるみ（臨）

教育委員会 教育長 教 育 課 生涯学習係 係長 小沼裕和 ・会田秀雄（任期付） ・大田明子（任期付）
秋元 正 課長 猪狩健一

公民館長（兼） かわうち保育園 園長 西山恭司・渡邊 舞・小松夏子・吉田安祐美
・根本ちひろ

農業委員会 事 務 局 事 務 局 次長 遠藤一美（兼）・森 雄幸（再任用）
局長 小松正方（兼）

・福島県市町村総室派遣 秋元 喜夫

職 種 人 数 説 明 部 局 人 数 説 明 職 種 人 数
課 長 ９人 うち医師２人 村 長 ５６人 一般行政職 ５１人
係 長 １８人 議会事務局 １人 部門別職員 １８人
係 員 ３４人 うち派遣 人 教育委員会 １１人 うち通雇１名
通年雇用 １人 農業委員会 １人
任 期 付 人
計 ６９人 計 ６９人 計 ６９人
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お知らせ

川内村職員　新任者あいさつ
　

透
き
通
る
渓
流
、
お
い
し
い
空
気
、
自

然
豊
か
な
川
内
村
は
私
が
生
ま
れ
育
っ
た

川
前
町
に
よ
く
似
て
お
り
、
懐
か
し
く
温

か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

保
育
士
１
年
目
で
不
安
な
気
持
ち
も
大

き
い
で
す
が
、
素
直
で
、
か
わ
い
い
子
供

た
ち
を
見
て
い
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
毎
日

が
楽
し
み
で
す
。
子
供
た
ち
と
同
じ
目
線

に
立
ち
、
成
長
に
寄
り
添
い
た
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

川
内
村
に
は
、
幼
い
頃
か
ら
何
度
も
訪

れ
た
こ
と
が
あ
り
川
内
村
を
と
て
も
身
近

な
存
在
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
川
内

村
の
自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
子
供
た
ち

の
感
性
を
様
々
な
遊
び
を
通
し
成
長
さ
せ

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
向
け
て
、明
る
く
、

楽
し
く
、
前
向
き
に
頑
張
り
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

4
月
か
ら
税
務
係
で
働
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
中
学
生
ま
で
育
っ
た
川
内
村
に

戻
り
働
く
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

か
わ
う
ち
保
育
園

根
本　

ち
ひ
ろ

（
ね
も
と　

ち
ひ
ろ
）

か
わ
う
ち
保
育
園

吉
田　

安

美

（
よ
し
だ　

あ
ゆ
み
）

住
民
課　

税
務
係

三
瓶　

拳
也

（
さ
ん
ぺ
い　

け
ん
や
）

　

福
島
県
ふ
た
ば
復
興
事
務
所
か
ら
参
り

ま
し
た
。
前
任
者
同
様
、
役
場
内
に
掲
げ

ら
れ
た
「
す
べ
て
は
村
民
の
た
め
に
！
」

を
念
頭
に
川
内
村
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
ム
ラ

づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
自
分
が

川
内
村
を
楽
し
み
ま
す

(^ ♪̂

　

こ
の
度
、
保
健
福
祉
課
で
保
健
師
と
し

て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
福
島
仁

美
で
す
。
出
身
は
島
根
県
で
、
島
根
県
の

村
役
場
で
保
健
師
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

15
年
前
に
主
人
の
転
勤
で
福
島
市
に
移
り

住
ん
で
き
ま
し
た
。
も
う
一
度
、
住
民
の

方
に
近
い
と
こ
ろ
で
健
康
を
守
る
仕
事
を

し
た
い
と
願
い
川
内
村
で
働
か
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
見
か
け
た
ら

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

福
島
県

浅
野　

嘉
男

（
あ
さ
の　

よ
し
お
）

保
健
福
祉
課　

保
健
福
祉
係

福
島　

仁
美

（
ふ
く
し
ま　

ひ
と
み
）

平成30年４月１日付人事異動
氏　名 新所属勤務課等

【課長職】
三 瓶 敏 彦 議会事務局長
遠 藤 清 輝 総務課長（兼　出納室長、会計管理者）
秋 元 敏 博 住民課長（兼　除染係長）
横 田 正 義 建設課長
小 松 正 方 産業振興課長（兼　ほ場整備推進室長）

猪 狩 恵 子 保健福祉課長（兼国保診療所事務長・
地域包括支援センター所長）

【係長職】
志 賀　 東 産業振興課　商工観光係長
大 山 浩 志 保健福祉課　保健福祉係長
猪 狩 洋 一 建設課　土木係長
西 山 恭 司 教育課　かわうち保育園長
【係　員】

猪 狩 直 志 住民課　除染係
猪 狩 安 次 教育課　教育総務係
鹿 股　 仁 総務課　財務係
中 西 有 希 出納室　出納管理係
【再任用】

森　 雄 幸 産業振興課　農政係（農業委員会事務局）
猪 狩 成 司 産業振興課　ほ場整備推進室

氏　名 新所属勤務課等
【派　遣】

秋 元 喜 夫 福島県　市町村総室
池 永 道 典 建設課　土木係（神奈川県　任期付職員）

飯 塚 由 佳 保健福祉課　地域包括支援センター　
兼　保健福祉係（福島県　任期付職員）

【任期付職員】
市 川　 聡 産業振興課　商工観光係
会 田 秀 雄 教育課　生涯学習係
遠 藤 光 栄 総務課　財務係
新 田 富 士 雄 住民課　税務係
安 藤 一 英 建設課　営繕係
大 田 明 子 教育課　生涯学習係
福 島 仁 美 保健福祉課　保健福祉係
【新規採用】
三 瓶 拳 也 住民課　税務係
吉 田 安 祐 美 教育課　かわうち保育園
根 本 ち ひ ろ 教育課　かわうち保育園
【退　職】

猪 狩 成 司 平成30年３月31日付け
猪 狩 ち と せ 　　　　〃
高 野 春 男 　　　　〃
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お知らせ

川内村行政区長及び区長代理者について

　

今
年
度
、
相
双
教
育
事
務
所
よ

り
参
り
ま
し
た
、
草
野　

収
と
申

し
ま
す
。
相
双
教
育
事
務
所
で
は

社
会
教
育
を
担
当
し
て
お
り
、
相

双
地
域
の
５
・
６
年
生
児
童
の
体
験

学
習
「
相
双
遊
学
ツ
ア
ー
」
を
平

成
28
・
29
年
度
「
い
わ
な
の
郷
」

で
行
い
、
遠
藤
村
長
は
じ
め
産
業

振
興
課
や
教
育
委
員
会
の
方
々
に

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
そ
の
際
、
川
内
小
学
校
児
童
と

の
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

川
内
村
そ
し
て
相
双
地
域
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

向
け
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
学
校
校
長

草
野　
　

収

（
く
さ
の　

お
さ
む
）　

今
年
度
、
い
わ
き
市
立
内
郷
第

三
中
学
校
よ
り
参
り
ま
し
た
、
二

瓶
睦
美
と
申
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
自
然
に
、
広
く
て
き
れ
い
な
校

舎
、
そ
し
て
明
る
い
子
ど
も
た
ち
。

こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
環
境
の
中

で
学
校
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
、

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

川
内
の
子
ど
も
た
ち
が
、
心
身

と
も
に
健
康
で
元
気
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
い
わ
き
市
立
植
田
小

学
校
よ
り
参
り
ま
し
た
。

　

川
内
村
は
私
の
故
郷
で
も
あ
り
、

子
ど
も
達
と
同
じ
年
の
頃
に
は
、

地
域
の
方
々
に
見
守
ら
れ
、
そ
の

温
か
さ
に
ふ
れ
な
が
ら
成
長
で
き

た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
私
を
成
長
さ
せ
て

く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
と
と
も

に
、
子
ど
も
達
の
た
め
精
一
杯
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

小
学
校
養
護
教
諭

二
瓶　

睦
美

（
に
へ
い　

む
つ
み
）

小
学
校
教
諭

齊
藤　

公
司

（
さ
い
と
う
こ
う
じ
）

　

伊
達
市
立
桃
陵
中
学
校
か
ら
参

り
ま
し
た
、
鈴
木
康
平
で
す
。
全

校
生
徒
数
が
前
任
校
で
も
っ
て
い

た
ク
ラ
ス
の
人
数
と
同
じ
く
ら
い

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
驚
い
た
と

同
時
に
全
校
生
徒
と
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
わ
く
わ
く
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
教
員
３
年
目
で
初

め
て
経
験
す
る
こ
と
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

飯
舘
村
立
飯
舘
中
学
校
よ
り
参

り
ま
し
た
、
豊
田
邦
久
で
す
。
自

然
豊
か
な
環
境
と
素
直
で
明
る
い

生
徒
た
ち
に
囲
ま
れ
、
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
復
興

の
鍵
と
な
る
川
内
村
の
教
育
に
携

わ
れ
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
川
内
村
の

教
育
を
具
現
化
す
る
た
め
に
精
一

杯
努
力
致
し
ま
す
の
で
、
保
護
者

の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

中
学
校
教
諭

鈴
木　

康
平

（
す
ず
き
こ
う
へ
い
）

中
学
校
教
頭

豊
田　

邦
久

（
と
よ
た
く
に
ひ
さ
）　

新
採
用
養
護
教
諭
の
佐
藤
晴
美

で
す
。
自
然
豊
か
な
あ
た
た
か
い

人
と
環
境
に
恵
ま
れ
た
川
内
村
立

川
内
中
学
校
に
着
任
で
き
た
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
一　

日
も
早
く
学
校
に
慣
れ
子
ど
も
達

と
元
気
に
笑
顔
で
楽
し
く
、
子
ど

も
達
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
き
た

い
で
す
。
微
力
な
が
ら
川
内
中
学

校
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
新
規
採
用
で
音
楽

を
担
当
致
し
ま
す
、
立
谷
隆
太
郎

で
す
。
私
は
中
学
校
か
ら
ホ
ル
ン

を
始
め
、
大
学
ま
で
10
年
間
吹
奏

楽
や
管
弦
楽
で
吹
い
て
い
ま
し
た
。

音
楽
に
親
し
み
、
音
楽
が
楽
し
い

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
精
一

杯
励
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
保
護

者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

中
学
校
養
護
教
諭

佐
藤　

晴
美

（
さ
と
う　

は
る
み
）

中
学
校
講
師

立
谷
隆
太
郎

（
た
ち
や
り
ゅ
う
た
ろ
う
）

区   分 氏　　　名 区   分 氏　　　名
第１区行政区長 鈴　木　孝　幸 第５区行政区長 高　野　恒　大
第１区同代理者 安　藤　喜　一 第５区同代理者 松　本　　　茂
第２区行政区長 秋　元　　　一 第６区行政区長 渡　辺　喜一朗
第２区同代理者 遠　藤　公　一 第６区同代理者 大和田　基　安
第３区行政区長 佐　藤　義　秋 第７区行政区長 久保田　幸　男
第３区同代理者 猪　狩　　　丈 第７区同代理者 佐久間　正　市
第４区行政区長 三　瓶　保　彦 第８区行政区長 草　野　勝　利
第４区同代理者 秋　元　英　男 第８区同代理者 関　根　　　正

川
内
小
学
校　

新
任
者
あ
い
さ
つ

川
内
中
学
校　

新
任
者
あ
い
さ
つ
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５
月
の
賠
償
金
請
求
に
関
す
る

東
京
電
力
㈱
相
談
窓
口
の
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程

で
賠
償
金
請
求
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ご
相
談
に
あ

た
っ
て
は
、
東
京
電
力
㈱
か
ら
郵
送
さ

れ
た
「
賠
償
金
請
求
の
ご
案
内
」
な
ど

の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
場
所

　

川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　

 （
1
階
会
議
室
）

■
日
時　

５
月
24
日
（
木
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
２
時

飲
料
水･

沢
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
毎
週

火
曜
日
に
飲
料
水
検
査
を
希
望
し
て

い
る
世
帯
に
つ
い
て
、
福
島
県
食
肉

衛
生
検
査
所
に
て
飲
料
水
検
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
３
月
11
日
～
平
成
30
年

４
月
10
日
の
受
付
件
数
は

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ふ
る
さ
と
帰
還
通
行
カ
ー
ド

に
つ
い
て

　

原
発
事
故
の
警
戒
区
域
等
に
居

住
し
て
い
た
方
を
対
象
と
し
た
高

速
道
路
無
料
措
置
は
、
平
成
30
年

７
月
1
日
以
降
「
ふ
る
さ
と
通
行

カ
ー
ド
」を
お
持
ち
で
な
い
場
合
、

無
料
措
置
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

カ
ー
ド
が
お
手
元
に
届
く
ま

で
、
申
込
か
ら
１
～
２
ケ
月
程
度

か
か
り
ま
す
。
平
成
30
年
５
月
以

降
申
込
し
た
場
合
、
カ
ー
ド
の
お

届
け
が
７
月
以
降
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
の
お
申

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
課　

住
民
係

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
３

お知らせ

　

井
戸
水
受
付
件
数　
　
　

４
件

　

表
流
水
（
沢
水
・
引
き
水
）

�

受
付
件
数　

１
件　

と
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
検
査
結

果
が
Ｎ
Ｄ
で
あ
り
ま
し
た
。

※
「
Ｎ
Ｄ
」
と
は
、
測
定
結
果
が
検
出

限
界
値
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
す
。

検
出
限
界
値
は
、
測
定
機
器
や
測
定
条

件
（
測
定
時
間
等
）
に
よ
り
測
定
ご

と
に
異
な
り
、
本
結
果
に
お
い
て
は

放
射
性
ヨ
ウ
素
及
び
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
に
関
し
、
１
Bq
／
kg
未
満
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
飲
料
水
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
水
質

検
査
を
ご
希
望
の
方
は
、
２
リ
ッ
ト
ル

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
1
本
を
毎
週
金
曜

日
の
午
後
３
時
ま
で
に
①
採
取
場
所
②

月
日
③
時
間
④
天
候
を
添
え
て
、
役
場

住
民
課
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
課

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
３

年
金
だ
よ
り

～
国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
～

　

平
成
30
年
4
月
分
か
ら
平
成
31
年

3
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
６
、３
４
０
円
で
す
。

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機

関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用

し
て
の
納
付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得

な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し
て
、
電

話
・
文
書
・
訪
問
に
よ
り
早
期
に
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強

制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を

行
い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納

付
が
無
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ

れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義
務
の

あ
る
方
※
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
が
免

除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
市
（
区
）
役
所
・
町
役
場
の

国
民
年
金
窓
口
へ
ご
相
談
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※
納
付
義
務
者
は
被
保
険
者
本
人
、

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配

偶
者
及
び
世
帯
主
で
す
。

■
問
合
せ　

住
民
課　

住
民
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
３
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福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談

　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

総
務
省
で
は
、
川
内
村
を
担
当
す
る
行
政
相
談
委
員

と
し
て
、
次
の
方
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
公
一 

委
員

�

（
久
保
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎ 

３
８
―
２
６
０
９

　

行
政
相
談
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、

国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
年
金
事
務
所
な
ど
の
特
殊
法
人

等
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付

け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行
政
機
関
等
と
の
間
に
立
っ
て
、

そ
の
解
決
を
促
進
す
る
よ
う
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
は

「
福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
で

す
。
行
政
相
談
委
員
は
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
次
の
と
こ
ろ
で

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

５
月
21
日
（
月
）

■
時
間　

10
時
か
ら
15
時
ま
で

■
場
所　

川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

お知らせ

平成30年度　狂犬病予防集合注射の日程について

　平成30年度狂犬病予防集合注射を実施します。
なお、記載の指定場所・日時に接種できない場合は、最寄りの動物病院にて接種してください。

■接種場所・日時

５月13日（日）
 9：00～ 11：00 川内村役場玄関前

５月14日（月）
 9：00～ ９：30 第１区集会所前
 9：40～10：00 第２区集会所前
10：10～10：30 第３区山村活性化支援センター前
10：40～10：55 第４区集会所前
11：10～11：30 宮ノ下集会所前
11：40～12：00 第５区集会所前
13：00～13：15 第６区集会所前
13：25～13：40 手古岡集会所前
14：00～14：15 第７区集会所前
14：35～14：45 第８区集会所前
15：00～15：10 五枚沢集会所前

 ■料金　
　【登録料】　３，０００円　(新規登録の場合)　【注射代】　２，６５０円
　【予防注射済票交付手数料】　５５０円

■問合せ
　住民課　住民係　☎０２４０－３８－２１１３
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お知らせ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
用
い
た

　

情
報
伝
達
訓
練
の
実
施

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
時
に
備
え
、
次
の
と
お
り
情
報
伝
達

訓
練
を
行
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
は
、
Ｊ

ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

（
※
）
を
用
い
た
訓
練
で
、
川
内
村
以

外
の
地
域
で
も
様
々
な
手
段
を
用
い
て

情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
訓
練
実
施
日
時　

平
成
30
年
5
月
16

日
（
水
）　

午
前
11
時
ご
ろ

・
村
内
に
設
置
し
て
あ
る
防
災
行
政
無

線
か
ら
、
一
斉
に
訓
練
放
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
※
）
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津

波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、

国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時

に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

■
問
合
せ　

住
民
課　

住
民
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－
２
１
１
３

平
成
30
年
度
大
規
模
火
災

対
応
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
５
月
25
日
に
川
内
村
田
ノ

入
工
業
団
地
に
て
大
規
模
火
災
対
応
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。訓
練
実
施
に
伴
い
、

会
場
周
辺
の
通
行
に
ご
不
便
・
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
御
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

○
訓
練
実
施
日
時

　

平
成
30
年
５
月
25
日
（
金
）

　

９
時
45
分
～
12
時

○
訓
練
会
場

　
川
内
村
下
川
内　
田
ノ
入
工
業
団
地
内

○
訓
練
主
催

　

福
島
県
・
双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏

組
合
消
防
本
部

※
訓
練
当
日
は
、
川
内
村
内
を
多
数
の

消
防
車
両
が
通
行
し
ま
す
。
実
災
害
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏

組
合
消
防
本
部　

消
防
課　

消
防
係

　

☎
０
２
４
０

－

２
５

－

８
５
２
３

消
防
署
よ
り

山
火
事
用
心
！
火
の
用
心
！

　

暖
か
く
な
る
に
つ
れ
、
入
山
機
会
も

多
く
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時

期
の
山
で
は
、
枯
葉
や
枯
草
が
多
く
な

り
、
空
気
の
乾
燥
な
ど
火
災
発
生
の
危

険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

山
火
事
の
多
く
は
、
た
き
火
や
た
ば

こ
の
投
げ
捨
て
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
が
原
因
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が

森
林
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
山
林
を
火

災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

平
成
30
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
決
定
！

■
問
合
せ

浪
江
消
防
署　

　

☎
０
２
４
０

－

３
４

－

４
１
１
１

富
岡
消
防
署　

　

☎
０
２
４
０

－

２
５

－

２
１
１
９

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
再
公
募
し
ま
す

　

平
成
30
年
２
月
１
日
～
２
月
28
日
の

期
間
で
公
募
し
ま
し
た
が
、
定
員
に
達

し
な
か
っ
た
た
め
、
再
募
集
い
た
し
ま

す
。
農
業
に
関
す
る
識
見
の
あ
る
方
の

積
極
的
な
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
詳
細
・
申
請
用
紙
等
は
、
村
農
業

委
員
会
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数

○
農
業
委
員　

１
名

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

・
上
川
内
地
区　

１
名

・
下
川
内
地
区　

２
名

推
薦
・
応
募
方
法

①
村
内
の
地
区
又
は
全
域
か
ら
の
推
薦

　

忘
れ
て
な
い
？　

　
　

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に　

　
　
　
　
　
　

火
の
確
認

②
団
体
か
ら
の
推
薦

③
一
般
応
募

募
集
期
間

平
成
30
年
５
月
１
日
～
５
月
31
日

※
推
薦
・
応
募
状
況
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
で
公
表
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

川
内
村
農
業
委
員
会

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
２

風
力
発
電
所
建
設

住
民
説
明
会
の
お
知
ら
せ

■
日
時　

５
月
25
日
（
金
）
午
後
7
時

■
場
所

　

川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
（
川
内
村
大
字
上
川
内
字
小
山
15
）

【
風
車
に
つ
い
て
】
３
基
建
設

２
０
２
０
年
7
月
の
運
転
開
始
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

【
風
車
設
置
住
所
】
川
内
村
大
字
上

川
内
字
大
鷹
鳥
谷
５
０
１

－

１

【
事
業
者
】
川
内
電
力
株
式
会
社

■
問
合
せ　

会
津
電
力
株
式
会
社

　

☎
０
２
４
２

－

３
６

－

７
７
１
９

�

（
担
当　

折
笠
）
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お知らせ（募集）

第
17
回　

川
内
村
「
村
民
号
」

　

参
加
者
募
集
！

　

村
民
号
に
つ
い
て
、
隔

年
実
施
と
さ
れ
て
い
た
経

緯
か
ら
、
本
年
も
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

村
民
が
一
堂
に
会
し
、
親

睦
を
は
か
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
本
年

度
は
、「
新
緑
の
げ
い
び
渓
舟
下
り
と

秋
保
温
泉
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
参
加

申
込
は
、
5
月
号
広
報
か
わ
う
ち
に
同

封
し
ま
し
た
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
載
し
、
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
返

信
し
て
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
日
時

　

６
月
２
日
（
土
）
～
３
日
（
日
）

　

１
泊
２
日

■
場
所

　

秋
保
温
泉　

岩
沼
屋
（
予
定
）

■
募
集
人
員　

２
５
０
名

■
参
加
負
担
金

　

１
人　

１
５
、０
０
０
円

■
募
集
締
切
日

　

５
月
11
日（
金
）ま
で（
役
場
に
郵
送
）

■
問
合
せ　

総
務
課　

総
務
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
１

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

講
習
会 

参
加
者
募
集

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
２
本
の
ポ
ー
ル

を
使
っ
た
歩
行
運
動
で
、

年
齢
性
別
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
全
身
運

動
で
す
。
健
康
づ
く
り
の
手
段
や
地
域

交
流
の
機
会
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
日　
　

時

　
６
月
３
日
（
日
）　
午
前
９
時
～
正
午

■
集
合
場
所

　

午
前
９
時　

あ
れ
こ
れ
市
場
前

■
参
加
料　

無
料

■
募
集
人
数　

30
名

■
講　
　

師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ｎ
Ｆ
Ａ

　

ア
ド
バ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　

皆
川　

和
夫　

氏

■
コ
ー
ス
（
小
雨
決
行
）

　

か
わ
う
ち
の
湯

　
　
　

↓

　
（
株
）KiM

iDoRi

周
辺

　
　
　

↓

　

か
わ
う
ち
の
湯

■
申
込
締
切　

５
月
29
日
（
火
）

■
申
込
先　

川
内
村
観
光
協
会

　

☎
０
２
４
０

－
３
８

－

２
３
４
６

　

FAX
０
２
４
０

－
３
８

－

３
４
１
８

■
服　
　

装

　

歩
き
や
す
い
服
装

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
又
は
歩
き

や
す
い
靴

■
持
ち
物

　

飲
物
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
雨
具
等
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ポ
ー
ル
を

持
っ
て
歩
き
ま
す
の
で
リ
ュ
ッ
ク
等
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
主　
　

催　

川
内
村
観
光
協
会

中
央
学
級
を
開
催
し
ま
す

　

平
成
29
年
度
第
６
回
中
央
学
級
が
３

月
15
日
、
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
開
講
さ
れ

ま
し
た
。

　

教
育
長
の
閉
講
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

中
島
村
在
住
の
高
木
満
理
子
先
生
と
郡

山
市
在
住
の
柳
沼
恵
先
生
を
お
迎
え

し
、
口
笛
・
ピ
ア
ノ
演
奏
鑑
賞
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
鑑
賞
会
で
は
、
川
内
村

の
歌
「
ふ
る
さ
と
」
と
「
川
内
中
学
校

校
歌
」
の
演
奏
も
交
え
て
も
ら
い
、
口

笛
の
様
々
な
音
色
に
感
激
し
て
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
第
１
回
目
の
中

央
学
級
は
、
福
島
市
在
住
で
「
ワ
ン
ス

モ
ア
」
と
「
旅
芸
人
」
の
２
グ
ル
ー
プ

の
バ
ン
ド
を
お
迎
え
し
、
教
養
講
座

「
歌
っ
て
学
ぶ
歌
謡
曲
演
奏
会
」
を
下

記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

村
民
皆
様
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　

５
月
24
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分

■
場
所　

川
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー　

２
階
大
ホ
ー
ル

■
問
合
せ　
　

川
内
村
公
民
館

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
７
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お知らせ（募集）

第10回　川内村村民ゴルフ大会
参加者・協賛の募集について

　川内村公民館では、村体協ゴルフ部のご協力により第10回川内村村民ゴルフ大会を開催し
ます。
　多数の方のご参加とご協賛をお待ちしております。ご協賛いただいた商品等は、参加者の各
賞にて、贈呈してゆきたいと考えております。よろしくお願いします。
　川内村の復興と参加者の親睦、皆様方の日頃の運動不足解消のため、奮ってご参加ください
ますようお願い申しあげます。（女性の方、大歓迎です。）

■日　　時　平成30年５月26日（土）　午前９時20分集合
■場　　所　ローレルバレイカントリークラブ（須賀川市）
■参 加 費　＠3,000円　各自フロントへ納入願います
■プレー費　各自フロント精算
■競技方法　ダブルペリア方式　セルフプレー
■競技資格　村内関係者
■参加申込　下記へ５月９日まで、氏名・住所・生年月日をご連絡ください。
　　　　　　　※人数に限りがありますので、お早めにお申し込みください。
　　　　　　○会長（体協ゴルフ部長）　猪狩利夫（☎0240－38－2083）　　
　　　　　　○事務局　生涯学習係　（☎0240－38－3806）

国家公務員「税務職員採用試験」（高校卒業程度）について

　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティーあふれる税務職員を
募集しています。
　国の財政を支える税務職員に、あなたもチャレンジしてみませんか？

■受験資格
１　平成30年４月１日において高校卒業後３年を経過していない者及び平成31年３月まで

に高校を卒業する見込みの者
２　人事院が１に掲げる者に準ずると認める者

■受験申込受付期間
　平成30年６月18日（月）から６月27日（水）まで
■受験申込方法
　受験申込みはインターネット申込みとする。
　国家公務員試験採用情報NAVI（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）
■第１次試験日
　平成30年９月２日（日）
■試験に関する問合せ先
　仙台国税局人事第二課試験研修係　☎022-263-1111　内線3236
　　　　　　　　人事院東北事務局　☎022-221-2022
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お知らせ（募集）

【企業向け】雇用に係る支援制度研修会及び人材獲得セミナー　
　国、県の助成金や支援制度の研修会と、人材獲得セミナーを同時に開催いたします。助成金や支援制度
の理解と、雇用確保のための採用・定着戦略や手法を知るチャンスです。聞きたい内容を選んで参加でき
ます。
　他の会場、日程の開催もあります。詳しくは、お問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。

【郡山会場】　
●日　　時　６月27日（水）　【第１部】人材獲得セミナー　９：45～　

【第２部】　支援制度研修会　13：00～
●会　　場　南東北総合卸センター組合会館（郡山市喜久田町卸１－１－１）
●定　　員　70社程度（１社２名まで）　　　　　　　●申込締切　６月22日（金）

【企業向け】企業型出張セミナー（放射線・接遇・企業力）

　ご希望の日程に講師が事業所に出張してセミナーを無料開催します。
コースは「放射線」「接遇」「企業力」の３コースから選べます。「放射線」は、基本プログラムに事業所特有の
お悩みに応じた内容にカスタマイズでき、「接遇」「企業力」は、事業所の状況に応じたテーマから選ぶこと
ができます。
●開催期間　平成31年２月28日までのご希望日（平日９：00～17：00の間）
●会　　場　申込事業所の会議室、食堂、フリースペースなど　　
●人　　数　少人数から受け付けます。
●限 定 数　放射線：５社　　接遇：30社　　企業力：30社　
※限定数になり次第、申込終了とさせていただきます。申込多数の場合、先着順により決定します。

【求職者向け】職場体験実習“大人のインターンシップ”参加者大募集！！

　就職活動に一歩が踏み出せず不安、未経験の職種にチャレンジしてみたいけど自分に合うかわからな
い…。そんな方、必見！！県内430以上の登録事業所の中から興味のあるお仕事を体験できるチャンスで
す。求人票だけではわからない職場を自分で見て、聞いて、やってみる。そんな体験型の就職活動はいかが
ですか。是非お気軽にお問合せください。※お申し込み随時受付中！　
●体験期間　１～３日（見学だけでもＯＫ）　　
●体験時間　体験先の所定労働時間内（８時間以内）　　
●体験内容　体験先の事業所が営む業務の体験　　
●体 験 先　職場体験実習登録事業所

【求職者向け】福島県内への就職相談

　就職活動についての悩みや不安を相談してみませんか？ひとりで悩まず、ご相談ください。
【電話相談】【窓口相談】【メール相談】にて、相談員が対応します。
【電　話】　フリーダイヤル　０１２０－８１０－６５０
　　　　　受付時間：平日９時～12時、13時～16時30分

【窓　口】　※予約制（フリーダイヤルにお問合せください）
【メール】　専用フォーム( http://fkkoyou.net/ ）から24時間受付中

共通事項

　ご利用はすべて無料です。掲載内容以外にも様々な講習があります。詳しくはチラシまたはホームペー
ジをご覧ください。職場体験実習をご利用いただいた方（雇用保険受給者）で、証明書が必要な方へ参加証
明書を発行します。
●申込書設置場所　川内村役場、川内村商工会、ハローワーク
●問合せ　　　　　福島広域雇用促進支援協議会 田村窓口
                                （田村市役所産業部商工課内）
　　　　　　　　　☎0247－61－5585　ＦＡＸ0247－61－5586　
　　　　　　　　　ホームページ 働きたいネット 検索 はたらっこ

福島広域雇用促進支援協議会からのお知らせ
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お知らせ（告知）

春季川内小学校・保育園合同大運動会開催について
　今年も小学校と保育園による村民参加型の運動会を開催いたします。
　昨年は紅組・白組とともに全力で戦い、近年まれにみる大接戦で紅組の勝利となりました。
今年はどちらが勝利するのか・・・。年々参加人数の増える大運動会、今年度も昨年以上の村
の皆様と元気いっぱいの運動会にしていきたいと思います。
　恒例となりました「川内甚句」、地域の方々が本気で走る「大人のリレー」など、地域の方々
にも楽しんでいただける種目が盛りだくさんです。子どもたちと地域の方々と一緒になってこ
の大運動会を、そして川内村を盛り上げていきたいと考えております。豚汁や参加賞も準備し
ておりますので、小さいお子様から高齢者の方まで、また
学校や保育園にお子さまがいらっしゃらない皆様も、声を
掛け合ってのご参加をお待ちしております。
　地域の皆様の参加種目については、川内小学校ホームペー
ジ、村内に掲示するポスターをご覧ください。
　さらなる復興、川内村の元気へ向けて、村全体で運動会
を盛り上げましょう。

　■日　時　５月19日（土）
　　　　　　午前９時　開会　※花火合図　午前６時
　■場　所　川内小学校　校庭　※雨天20日（日）に順延
　■その他　○運動できる服装で会場へお越しください。
　　　　　　○お昼はおいしい豚汁を準備しております。

2018 のまおい夢気球プロジェクト開催について
　故郷の空を浮かぶ大きな気球を見上げ、乗って街を見渡すことで、心に感動を呼び、震災後
の故郷で新たにできた良き思い出やこれからの暮らしへの前向きな思い出を作るきっかけを提
供することを目的に開催されます。
　みなさまの参加をお待ちしております。

■主　催　有限会社クレオ弐拾壱
■後　援　川内村・川内村教育委員会・川内村商工会・
　　　　　川内村観光協会
■日　時　５月26日（土）午前７時～午前９時
　　　　　係留飛行による熱気球体験搭乗（１機体）
■場　所　川内小学校
■対　象　性別・年齢は問いません。ただし、妊婦の方・ペッ

トの搭乗はできません。
■参加費　無料
■その他　雨天・熱気球にとって強風・雷雲が近い場合は、中断中止する場合があります。
　　　　　その場合は、グラウンド若しくは体育館で熱気球教室を開催します。

■問合せ　川内村　産業振興課　商工観光係　☎0240−38−2112
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　子どもの予防接種について

　保健福祉課では下記の予防接種の対象者に接種勧奨の通知をお送りしています。
　お子さんの体調の良い時に予防接種を受けましょう。

予防接種の種類 対　象　者
麻しん風しん 小学校就学１年前に達する者（保育園または幼稚園の年長児）

二種混合 今年度12歳になる者（今年度小学６年生になる者）
日本脳炎 今年度18歳になる者（高校３年生になる者）

※日本脳炎の接種対象となる今年度３歳、４歳、９歳になる者に対しては誕生日の前月上旬ご
ろに通知を行いますので、届かない方は保健福祉課にご連絡ください。

■問合せ　保健福祉課　☎０２４０－３８－２９４１

お知らせ（福祉）

乳幼児健診のお知らせ

■日　時　５月29日（火）　午後　
■場　所　ゆふね　保健指導室
■対　象　乳児…H29年６月～12月生まれのお子さん
　　　　　１歳児…H28年3月～ H29年５月生まれのお子さん
　　　　　１歳６か月児…Ｈ28年８月～10月生まれのお子さん
　　　　　３歳児…Ｈ27年１月～２月生まれのお子さん

＊対象の方には個別に通知しますので問診票、母子健康手帳を持参してください。

　重度心身障がい者の方へ交通費を助成します

　村では、重度心身障がい者の方に医療や障害施設などへの交通費を助成しております。
■対象者（次のいづれかに該当する方）
　①身体障害者手帳１級又は２級の方
　②療育手帳Ａの方
　③身体障害手帳３級の方で心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう若しくは直腸、小腸、免疫又はか

ん臓の機能障害を有するの方
　④精神障害者保健福祉手帳１級の方
　⑤身体障害者手帳、療育手帳所持者、精神障害者保健福祉手帳の内２つ以上の手帳を所持さ

れている方
※なお、帰村している方に限ります。
■助成額　24,000円／年
申請方法など詳しくは川内村役場保健福祉課（☎0240-38-2941）までご連絡ください。
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お知らせ（福祉）

川内村食生活改善推進協議会より　

味噌作りを実施しました！
　川内村食生活改善推進協議会では、以前広報で募集した味
噌作りを、3月18日に実施しました。
　塩切り糀を作り、圧力釜で煮て冷ました大豆と合わせ、
チョッパーで潰せば、はい出来上がり！
　参加いただきありがとうございました。食べごろは６ヶ月
後ですのでお楽しみに。

5月31日は世界禁煙デー
「受動喫煙による健康影響について」
○受動喫煙※1によってリスクが高まる病気には、肺がん（1.3倍）、虚血性心疾患（1.2倍）、

脳卒中（1.3倍）、乳幼児突然死症候群（4.7倍）があります。
○副流煙にはニコチンやタールが約３倍、アンモニアは約50倍と主流煙より有害物質が多く、

健康への影響も大きくなります。たばこを吸う人は、ぜひ周りの人への配慮を忘れないよう
にしましょう。
※1 喫煙により生じた副流煙（たばこの先から出る煙）や呼出煙（喫煙者が

吐き出した煙）を吸うこと。
※2（　倍）…受動喫煙を受けている者が、受けていない者に比べ、病気に

なるリスクが何倍かを示していいます。
診療所では「禁煙外来」も始まっています。興味のある方はぜひご相談ください。

地域包括支援センターです。
～ご近所の見守り・支え合いが地域を守ります～

　介護が必要な状態や認知症になっても住み慣れた地域で暮らし続けるための「地域包括ケア
システム」が進められています。これは、医療・介護・住まい・生活支援・介護予防などのサー
ビスが一体的に受けられる体制づくりのことで、地域の協力が欠かせません。
　必要なのは、さりげない見守りや声かけ・手助けなどのちょっとした勇気や優しさです。皆
様の少しの行動や思いが、安心で安全な地域に変えていく原動力になります。
▼こんなことに気づいたら地域包括支援センターへ連絡を
◆電気がつけっぱなし・夜になっても明かりがつかない
◆怒鳴り声がする　　◆家や庭の様子が荒れている
◆しばらく姿をみかけない　◆新聞や郵便物がたまっている
◆服装や様子がおかしい、行き先がわからなくなっているようだ　　　

■問合せ　複合施設ゆふね内　地域包括支援センター
　　　　　☎０２４０－３８－２９４１

こんにちは
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お知らせ（福祉）

ふくしま【健】民パスポート事業に参加してみませんか？
　気軽に、楽しく、健康づくりを行ってみませんか？

○川内村では昨年度に引き続き、県民の健康寿命の延伸と地域における健康格差の解消を目
的に県と共催で【健】民パスポート事業を行っております。

○運動や食生活など健康づくりの取り組みや、健康づくりのイベントなどに参加してポイン
トを集め「ふくしま健民カード」の交付を受けます。

○協力店でカードを提示すると商品やサービス割引などの特典が受けられます。川内村では、
「かわうちの湯」にて特典を受けられます。順次、協賛店を増やしていきたいと思います
ので、ぜひご参加ください。

■実施期間　平成31年３月まで
■概　　要　自主的な健康づくりの実践によりポイントを獲得していただき（例.ラジオ体

操をする、血圧を測定する→30回実施で1000ポイント、健診を受ける→1000ポイント等）
獲得したポイントの合計が3000ポイントを達成した方に「ふくしま健民カード」を発行。

■参加方法　川内村 保健福祉課で記入台紙を入手し、毎日の健康づくりを実践、記録して
いきます。

■問合せ　保健福祉課（ゆふね内）　☎０２４０−３８−２９４１

協力店のご紹介
カード提示でお得！
協力店は県内で 1,300 店舗以上！
協力企業
ＪＡ全農福島・ヨークベニマル
KAGOME・セブンイレブンジャパン等

愛の献血にご協力ください
　今年度の春の献血を、次のとおり実施します。
　私達の健康な血液は人工的に造ることができません。そのため、献血により得た血液はとて
も大切で貴い命を救ってくれます。
　みなさんの温かいご協力をお願いします。
　
■日　時　５月25日（金）
■場　所　航空自衛隊前（９時～12時）　　川内村役場前（14時30分～16時30分）
　　※献血にご協力いただいた方には、記念品を贈呈いたします。

■問合せ　保健福祉課　保健福祉係
　　　　　☎０２４０―３８―２９４１
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お知らせ（社会福祉協議会）

善
意
の
ご
遺
志
金
な
ら
び
に
ご
寄
付

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
ご
遺
志
金

・
秋
元　
　

盛　

様
（
長
網
）

　

故　

秋
元
ミ
ネ
子
様　

ご
遺
志

＊
一
般
ご
寄
付

・
望
月
威
男
様
（
静
岡
市
）

　

㈱
イ
シ
フ
ク
フ
タ
バ
会
長

・
望
月
隆
司
様
（
田
村
市
）

　

㈱
イ
シ
フ
ク
フ
タ
バ
代
表
取
締
役

日
本
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

運
動
期
間 

５
月
１
日
～
５
月
31
日

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
際
活
動
や

災
害
救
護
活
動
を
は
じ
め
、
医
療
や

献
血
事
業
、
救
護
法
、
家
庭
看
護
法

等
の
普
及
、
奉
仕
団
や
青
少
年
活
動

な
ど
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
諸
活
動
を
実
施
し
て
い
く
た
め

の
事
業
資
金
は
「
赤
十
字
社
員
」
の

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く「
社
費
」

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
地
区
担
当
の
民
生
委
員
が
お
伺
い

い
た
し
ま
す
の
で
、
赤
十
字
の
理
念

と
人
道
的
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、
広
く
活
動
資
金
へ
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

赤
十
字
社
員
へ
の
加
入
と
社
費
の

ご
協
力
に
つ
き
ま
し
て
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

♥
子
育
て
サ
ロ
ン
の
ご
案
内

～
子
育
て
中
の
方
た
ち
が
、

　

仲
間
を
作
り
、
支
え
合
う
場
で
す
～

　

子
育
て
中
の
親
や
、
子
育
て
に
関

心
の
あ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん･

お
ば
あ

ち
ゃ
ん
な
ど
が
、
気
軽
に
・
楽
し

く
・
自
由
に
参
加
し
、
育
児
に
関
す

る
情
報
交
換
や
交
流
を
図
り
ま
す
。

■�

日
程　

５
月
17
日
（
木
）

■
時
間　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

■
場
所

【
６
区
住
民
対
象
】

■
日
程　

５
月
25
日
（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時

■
場
所　

６
区
集
会
所

■
問
合
せ　

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
２

　

五
社
の
杜
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
２

　
♥
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

身
近
な
方
と
の
交
流
や
仲
間
づ
く

り
や
楽
し
い
話
し
合
い
の
機
会
を
持

つ
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

の
予
定
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　

対
象
地
区
の
住
民
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
１
区
住
民
対
象
】

■
日
程　

５
月
11
日
（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時

■
場
所　

１
区
集
会
所

【
２
・
３
区
住
民
対
象
】

■
日
程　

５
月
18
日
（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時

■
場
所

　

３
区
山
村
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー

【
４
区
住
民
対
象
】

■
日
程　

５
月
24
日
（
木
）

■
時
間　

午
前
10
時

■
場
所　

４
区
集
会
所

心
配
ご
と
相
談
所

�

（
５
月
予
定
）

　

５
月
16
日
（
水
）
午
前
９
時

～
11
時
30
分
ま
で
を
受
付
時
間

と
し
て
、
ゆ
ふ
ね
に
お
い
て
民
生

児
童
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

日
頃
の
生
活
で
お
困
り
の
事

な
ど
相
談
は
何
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ぜひご参加ください♪

一緒に楽しく
おしゃべりしましょう♪
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お知らせ（社会福祉協議会）

平成30年度 川内村社会福祉協議会事業計画

 地域福祉活動の推進 
・心配ごと相談所開設事業
・生活援助資金貸付事業
・生活福祉資金貸付事業
・日常生活自立支援事業
 ・生活困窮者自立支援法による事業
・地域防災活動事業
 ボランティア活動の推進  
・ボランティア活動の情報提供  
・ボランティア活動研修  
・�ボランティアグループの育成及び
　活動保険の推進
・福祉教育事業
 介護保険サービス事業 
・居宅介護支援事業（ケアプラン）
・訪問介護事業（ホームヘルプ）
・通所介護事業（デイサービス）
 生活支援相談員活動 
・安否確認等（健康状態の確認、生活上の問題点） 
　包括、保健師に繋ぐ
・サロン活動等交流会の開催
・五社の杜サポートセンター管理運営

 在宅福祉サービス事業の推進 
・福祉車輌貸出サービス事業（村受託事業）
・福祉用具貸与事業（緊急時の貸与）
・外出支援サービス事業（村受託事業）
 高齢者・児童福祉事業の推進 
・老人クラブ活動の育成強化と連合会事務局
・生きがいと健康づくり支援事業
・高齢者ふれあいいきいきサロンの充実
・子育てサロンの開催
・自主的サロン活動の支援
・配食サービス事業（村受託事業）
 福祉団体活動の援助協力（事務局）
 ・民生委員協議会	 ・老人クラブ連合会
 ・遺族会　　		 ・母子寡婦福祉会
 ・心身障害児者親の会
・身体障害者福祉会	 ・赤十字奉仕団

＜基本方針＞

　平成30年度は、川内村地域活動ビジョンの最終年度になることから「村民が安心して暮
らせる福祉の村づくり」の基本方針に関係機関と連携を図ってまいります。現在行っている
外出支援事業も定着し登録者数も増していることからも生活支援などの支援体制が重要に
なっています。介護保険サービス事業では介護員の不足や介護報酬改定など厳しい経営を迫
られておりますが、人材育成を図りながら質の高いサービスの提供に努めてまいります。さ
らには、福祉事業を推進するために、民生委員、老人クラブなど各種福祉団体や村との連携
をしながら、地域福祉の推進に取り組むことを重点的な施策として計画する。

＜重点事業＞

福
祉
の
職
場
で
働
き
ま
せ
ん
か

　

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成

30
年
度
登
録
介
護
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

○
通
所
介
護
事
業
所
、
訪
問
介
護
事
業
所

■
業
務
内
容　

高
齢
者
介
護
業
務

■
募
集
予
定
人
数　

若
干
名

■
募
集
期
間　

随
時

■
応
募
方
法　

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会

ま
で
所
定
の
応
募
用
紙
に
て
受
付
け
ま
す
。

■
雇
用
期
間　

平
成
30
年
６
月
１
日
～
平

成
31
年
３
月
31
日

■
雇
用
形
態　

常
勤
介
護
員

■
応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
、

介
護
員
養
成
研
修
修
了
者

■
勤
務
時
間　

午
前
８
時
15
分
～
午
後
５

時
00
分
（
休
憩
時
間
45
分
）

■
勤
務
日　

月
曜
日
～
金
曜
日
ま
で

■
休　

日　

土
、
日
曜
日
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）
祝
日
の
勤
務

が
あ
り
ま
す
。

■
給
与
等　

登
録
職
員
就
業
規
則
に
よ

る
。
介
護
員
養
成
研
修
事
業
者

■
勤
務
場
所　

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会

介
護
事
業
所

■
問
合
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
２



広報かわうち 2018.525

川内村社会福祉協議会
組  織  図

会  長
　遠　藤　雄　幸

理事会(理事)10名
監事２名

評議員会(評議員)12名

平成30年４月１日現在

●事務局
[次長兼統括福祉活動専門員］
　　秋　元　一　美
　[会計職員兼福祉活動専門員]
　　佐　藤　秀　子

[臨時職員]
　猪狩みね子
　　通所介護事業所(兼)

［生活支援相談員]
   猪　狩　裕見子　渡　部　百合子
　高　野　ひろみ　遠　藤　幸　子
　坪　井　こずえ  
　　　（訪問介護５名兼務）

［外出支援運転手]
　西　山　和　利　猪　狩　　　誠●居宅介護支援事業所

　［管理者兼介護支援専門員］
　  渡　辺　恵　美
　［介護支援専門員］
　　若　松　央　恵

●訪問介護事業所
　［統括訪問介護員］
　　渡　辺　衣理子

［看護師］
　猪　狩　菊　子

［介助員］
　佐久間　久美子　鈴　木　美重子
　遠　藤　俊　枝　関　根　香　織
　猪　狩　麻紀子　坂　本　秀　美
　藤　掛　久美子

［運転業務員］　猪　狩　弘　三
［調理員］　鈴　木　理　恵
［調理員補助］
　猪　狩　陽　子　横　田　久　子

［介護支援専門員］
　高　野　由　子

［登録訪問介護員］
　鈴　木　千鶴子
　＊通所介護員兼務

●通所介護事業所
　［管理者兼看護師兼生活相談員］
　  遠　藤　精　一　
　［生活相談員兼介護職員］
　  齋　藤　倫　代
　［看護師兼生活相談員］
　　藤　田　松　美
　[介護職員]
　　坪　井　新　誌

事務局長
(訪問･通所･居宅）
　所　長　　
　秋　元　　　賢

お知らせ（社会福祉協議会）

平成30年度 川内村社会福祉協議会 一般会計予算(当初)

福祉基金
11,616,000

コミュニティー
復興支援事業
13,500,000

通所介護事業
91,871,000

居宅介護支援事業
29,774,000

生活援助資金
貸付事業
992,000

共同募金
配分金事業
857,000事務局運営事業

34,455,000

訪問介護事業
9,328,000

サービス区分間
入金収入
4,000,000

前期末
支払資金残高
64,227,000

その他の
収入
394,000
県社協受託金収入
13,500,000

介護保険収入
72,702,000

共同募金
配分金収入
857,000

貸付事業等収入
1,000

村受託金収入
4,782,000

寄付金収入
880,000

村補助金収入
30,000,000

会費収入
1,050,000

財源別収入内訳
項　　　　　　目 金     額 構成比

会費収入 1,050,000 0.5
村補助金収入 30,000,000 15.6
寄付金収入 880,000 0.5
村受託金収入 4,782,000 2.3
貸付事業等収入 1,000 0.0 
共同募金配分金収入 857,000 0.4
介護保険収入 72,702,000 37.8 
県社協受託金収入 13,500,000 7
その他の収入 394,000 0.4 
前期末支払資金残高 64,227,000 33.4
サービス区分間入金収入 4,000,000 2.1 

合　　　　　計 192,393,000 100.0 

事業別支出内訳
項　　　　　　目 金     額 構成比

事務局運営事業 34,455,000 17.9 

共同募金配分金事業 857,000 0.4

生活援助資金貸付事業 992,000 0.5

居宅介護支援事業 29,774,000 15.5

訪問介護事業 9,328,000 4.8

通所介護事業 91,871,000 47.8

コミュニティー復興支援事業 13,500,000 7

福祉基金 11,616,000 6

合　　　　　計 192,393,000 99.9

単位：円、％



広報かわうち 2018.5 26

■公立小野町地方綜合病院からのお知らせ
　今回は、平成 30 年４月から院長として着任している渡辺　直彦（わたなべ　なおひこ）医
師を紹介いたします。
　４月から院長として着任しました渡辺直彦です。
　今、団塊の世代が 75 歳の後期高齢者に達する 2025 年の医療提供体制の構築に向けて調整
が続いています。当院も存在をアピールするために、田村郡を中心とした県中地区の医療にど
のように貢献できるのかをしっかりと自己評価し、地域における役割を高めていく必要があり
ます。
　地域からのニーズとして、在宅や介護施設からの救急の受け入れや、リハビリを中心とした
急性期病院からの受入れが考えられます。また、かかりつけ医としての外
来部門と訪問診療、訪問看護、訪問リハビリの在宅診療も必要とされてい
ます。このような地域の期待に応えるために、地域医療の重要な一員とし
ての自覚を持って頑張りたいと考えております。最後に、生まれは川内村
で、遠藤村長は中学の同級生です。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

　　公立小野町地方綜合病院　地域連携室　☎ 0247-72-3181

休　日　当　番　医　〈５月〉

渡辺　直彦 医師

　当番医は変更になる場合があります。事前に電話連絡のうえ受診するようお願いします。
●郡山市

月日 医療機関名 診療科目 所在地 電話（024）

5月3日
わんぱくさいとうこども医院 小児科 御前南六丁目122 983-0189
ひわだ太田診療所 内科・小児科・皮膚科 日和田町字原12-41 968-2311
菊池眼科 眼科 安積町荒井字橋郎治55 983-1113

5月4日
久米こどもクリニック 小児科 島二丁目50-1 923-0585
山口内科クリニック 内科 安積町荒井字萬海83-1 973-6866
安積整形外科 整形外科 安積三丁目347 945-1191

5月5日
緑ヶ丘こどもクリニック 小児科 緑ヶ丘東三丁目1-3 956-6006
あさひ内科クリニック 内科・消化器科・放射線科 朝日三丁目2-33 921-2525
西田皮膚クリニック 皮膚科 桑野四丁目10-11 973-5141

5月6日
じんキッズクリニック 小児科 字山崎305-6 974-2525
根本クリニック 内科・外科・脳神経外科 咲田一丁目5-11 922-9405
中町耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 中町14-17 939-3387

5月13日
おおがクリニック 小児科・内科 片平町出磬東5-5 962-0600
さかえ内科クリニック 内科 横塚二丁目15-6 941-2202
三央医院 泌尿器科・皮膚科 土瓜一丁目185 952-5700

5月20日
菊池医院 小児科 本町一丁目14-21 932-0154
おおつきまちクリニック 内科 大槻町字蝦夷坦69-1 961-5467
眼科君塚医院 眼科 御前南一丁目5 962-3355

5月27日
かわなこどもクリニック 小児科 安積三丁目298 947-5377
ひだ内科・神経内科クリニック 内科・神経内科 富久山町八山田字申田10 934-3899
長谷川皮膚科医院 皮膚科 栄町8-17 923-0821

6月3日
ユア・クリニックたかはし 小児科 虎丸町1-5 ﾛｲﾔﾙﾗｲﾌ虎丸1階 990-0646
やまさわ内科 内科 不動前一丁目39 938-4171
伊藤眼科 眼科 富久山町久保田字伊賀河原5 990-2528

 ●田村市方面
月日 医療機関名 診療科目 所在地 電話（0247）

5月3日 公立小野町地方綜合病院  内科・小児科・外科・他  小野町大字小野新町字宿ノ後4 72-3181 
5月4日 清水医院　  外科・整形外科・他  田村市船引町船引字馬場60 82-3535
5月5日 三春病院  内科・外科・整形外科・他  三春町六升蒔50 62-3131
5月6日 白岩医院　  内科・外科・小児科・他  田村市常葉町常葉字内町48 77-2036

5月13日 さいとう医院　  内科・外科・小児科・他  小野町小野新町字中通59-1 72-2500
5月20日 中央通りクリニックやない  内科・皮膚科・泌尿器科  田村市船引町東部台3－108 81-2662 
5月27日 矢吹医院　  小児科・内科・皮膚科  三春町字中町28 62-3015 
6月3日 東部台こどもクリニック　  小児科・アレルギー科  田村市船引町東部台3-78 81-2580

6月10日 島貫整形外科  整形外科・内科・外科、他  小野町小野新町字中通156 72-2722
●ひらた中央病院

月　日 診療科目 所在地 電話（0247）
【5月】3日、4日、5日、6日、20日、27日
【6月】10日、17日、24日

内科・外科・整形外科・リハビリテーション科・
眼科・呼吸器内科・循環器内科・消化器内科 平田村大字上蓬田字清水内4 55-3333

お知らせ（福祉）

渡辺　直彦医師の診療日及び受付時間
診 療 日： 月曜　15:00 ～ 17:00
	 水・木曜　8:30 ～ 12:00
	 1・2・5 金曜　8:30 ～ 12:00
	 第 1.5 土曜　8:30 ～ 12:00
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あしあと
村内の桜も咲き、暖かな空気を久しぶりに感じられた 4 月で
した。今年度も引き続き、広報誌の担当となりましたので、どう
ぞ宜しくお願いいたします。　（秋元絵理）

表紙について
平成 29 年度に再開した川内村の野球スポーツ少年団。村の野球
文化が継承され、今後に期待が膨らみます。

お知らせ（福祉）

村　　章

川内村の 「カ」 「ワ」 の文
字を図案化したもので、 
村民の融和と団結を表
し、 村勢の着実な前進を
象徴しています。 
� （昭和53年４月制定）

村 民 憲 章

一．きまりを守り明るい川内をつくりましょう。 
一．心を合わせ、 楽しい川内をつくりましょう。 
一．自然を愛し、 住みよい川内をつくりましょう。 
一．健康で、 仕事に励む川内をつくりましょう。 
一．文化を高め、 心豊かな川内をつくりましょう。 
 （昭和57年1月14日制定） 

国保診療所より内科・歯科休診と
専門医による診察日のお知らせ

　ご迷惑をおかけいたしますが、下記のとおり休診にさせていただきま
すのでご了承ください。また、専門医による診察も予定しておりますので、
希望の方はご来所ください。

内科休診

【終日休診】５月毎週火曜日　終日休診
（内科医師研修・出張不在のため）

【午前休診】５月14日、16日、28日　午前休診
（専門医師診療のため)

【午後休診】５月24日　午後休診（専門医師診療のため）
【時間休診】なし

専門医
診察日

〇整形外科診察日　５月１日・８日・15日・22日・29日
（毎週火曜日午前のみ）

〇眼 科 診 療 日　５月16日（水）午前のみ
〇内 視 鏡 検 査 日　５月14日・28日（月）午前のみ

（予約必要）
〇心療内科診察日　５月24日（木）午後のみ

歯科休診 【終日休診】５月７日（歯科医師不在のため）
【午前休診】なし

※上記【 休診 】と【専門医師診察日】は、当初の予定ですので変更する
場合もあります。受診の際は、ご確認の上、ご来所くださいますよう
お願いいたします。

※上記予定を変更する場合は、診療所の受付等に「変更のお知らせ」を
掲示し、また、防災無線や広報等でお知らせいたします。

（事務担当　保健福祉課　医療係　☎ 0240-38-2009）

愛育文庫のご案内
今月のおすすめ絵本は

　ゆふね待合室わきに、
絵本、紙芝居、ビデオ
をおいています。貸し
出しを行っております
ので、ぜひお気軽にご
利用ください。

お知らせメールをぜひご利用ください
　暮らしに関する案内、イベント情報などを記載した
メールマガジンを、月１～２回送付させていただきま
す。下記より、必要事項を入力し登録が可能です。ぜ
ひご活用ください。 
https://www.sec-abu.jp/cms/kawauchi/mm_pro/index.php
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【げんきにおよげ　こいのぼり】
今関　信子/作　福田　岩緒/絵

「こいは元気な魚だ。鯉の のぼりなら、子
どもたちは よろこぶに ちがいない」こい
のぼりのはじまりのお話しです。　　

【ころころぽーん】  　　　　新井　洋行/作
たったか たったか ちいさなクマがはしっ
てきて、ぴょーんとジャンプしたら、ころ
ころころころ ころがって…。いろんな音
ではなしがすすむ、リズムカルでかわいい
絵本です。
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2018年３月31日現在の人口  男性:1,359人　女性:1,323人　世帯数:1,251戸　総数:2,682人

くらしのカレンダー 5 皐月　May

内科午後休診
午後心療内科
いきいきサロン
（第４区集会所）

粗大ごみ

土金木水火月日

29 30 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 6/１ ２

３ 4 5 6 7 8 9

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅  

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅  大安 

赤口 先勝 仏滅  大安 赤口 先勝 友引 

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

午前内視鏡検査
（要予約）

午前内視鏡検査
（要予約）

いきいきサロン
（第３区集会所）

いきいきサロン
（第６区集会所）
春の献血

いきいきサロン
（第１区集会所）

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

プラ･ペット

プラ･ペット  

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット  

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

プラ･ペット

不燃ごみ

カン

ビン

不燃ごみ

カン

不燃ごみ

カン

ビン

不燃ごみ

カン

振替休日昭和の日 憲法記念日 みどりの日 こどもの日

※受入日…南部衛生センター（楢葉町）のゴミ受入日です。

終日内科休診
午前整形外科

終日内科休診
午前整形外科

終日内科休診
午前整形外科

終日内科休診
午前整形外科

終日内科休診
午前整形外科
午後　乳幼児
健康診査
（ゆふね）

午前内科休診
午前眼科
心配ごと相談所

終日歯科休診

乳がん検診
（ゆふね）

心配ごと相談所
（五社の杜）

合同運動会子育てサロン
（五社の杜）

受入日


